
 
七
月
二
十
三
日
、
本
年
度
二

回
目
の
会
食
会
、
【
初
夏
会
食

会
】
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

な
す
と
や
わ
ら
か
鶏
の
田
楽
、

二
色
ト
マ
ト
の
酢
の
物
、
冬
瓜

と
え
び
団
子
の
吉
野
煮
、
鮎
の

塩
焼
き
等
、
旬
の
食
材
の
御
料

理
が
並
び
ま
し
た
。
鮎
の
塩
焼

き
は
、
そ
の
場
で
焼
い
て
振
舞

 
七
月
、
わ
か
な
前
庭
に
て
【
七

夕
昼
食
会
】
・
八
月
、
【
葉
月
昼

食
会
】
が
開
か
れ
ま
し
た
。
 

 
晴
天
に
恵
ま
れ
、
青
空
の
下
、

歌
を
歌
う
等
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
さ
れ
ま
し
た
。
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▲七月 ソーキそば・ゴーヤチャンプル 

 
七
月
七
日
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
 

ー
シ
ョ
ン
で
は
、
尺
八
＆
コ
カ
リ

ナ
演
奏
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
 

 
ま
た
、
七
月
六
日
・
八
日
に
は
 

、
職
員
が
彦
星
と
織
姫
に
扮
し
て

再
会
を
祝
い
、
二
人
羽
織
で
お
化

粧
を
施
し
ま
し
た
。
 

 
美
し
く(

？)

変
身
を
遂
げ
た
彦

星
と
織
姫
に
、
御
利
用
者
様
か
ら

拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

 
空
は
深
く
澄
み
渡
り
爽
や
か

な
秋
晴
れ
の
続
く
、
皆
様
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
 

 
８
号
目
と
な
り
ま
し
た
、
わ

か
な
だ
よ
り
で
は
、
７
月
～
９
月

ま
で
の
様
子
を
お
知
ら
せ
し
て

参
り
ま
す
。
 

フ
ル
ー
ツ
 

 
梅
酒
ゼ
リ
ー
 

▲尺八とコカリナのハーモニー 

い
な
り
寿
司
 

 
 
巻
き
寿
司
 

御
漬
物
 

↑
七
月
 
鰻
の
蒲
焼
き
 

七
月
十
二
日
（
火
）
 

【
七
夕
昼
食
会
】
 

▼お二人仲良くピースサイン！ 

▲▼笑顔の彦星と織姫 

▲七月二十八日 （木） 

▼八月 葉月昼食会 

 
八
月
二
十
二
日
よ
り
一
週
間
、

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

ミ
ニ
夏
祭
り
を
行
な
い
ま
し
た
。

 
輪
投
げ
・
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
・

射
的
・
ス
イ
カ
割
り
を
行
い
、

皆
様
の
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

 
月
一
回
、
全
国
各
地
の
食
材
を

使
用
し
た
郷
土
料
理
を
昼
食
に

提
供
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
 

 
七
月
、
ソ
ー
キ
そ
ば
・
ゴ
ー
ヤ

チ
ャ
ン
プ
ル
等
の
沖
縄
料
理
。
 

 
八
月
、
香
川
県
の
讃
岐
う
ど
ん
。

 
九
月
、
長
野
県
の
信
州
産
福
味

鶏
で
作
っ
た
山
賊
焼
き
。
 

 
ま
た
七
月
二
十
一
日
に
は
、
鰻

の
蒲
焼
き
。
九
月
十
六
日
に
は
、

少
し
早
い
敬
老
の
お
祝
い
と
い

う
こ
と
で
、
お
祝
い
ご
膳
が
振
舞

わ
れ
、
お
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

 



                                                            

                                      

                                      

                                 

焼 き た て パ ン の 販 売 

施設前玄関にて訪問販売を行なって頂いております。 
ご自由にお買い物できますので、お時間が合いましたら 
立ち寄ってみてはいかがでしょうか。 
 

～
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
友
～
 

    ◆
夏
空
や
 
天
に
流
れ
る
 
星
の
夜
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
Ｋ
・
Ｉ
様
）
 

   ◆
蛙
の
子
 
ゲ
コ
ゲ
コ
鳴
い
て
 
嬉
し
そ
う
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
Ｉ
・
Ｈ
様
）
 

   ◆
秋
風
に
 
手
紙
ポ
ス
ト
へ
 
落
ち
る
音
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
Ｅ
・
Ｎ
様
）
 

   ◆
柿
の
葉
を
 
掃
い
て
も
掃
い
て
も
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
り
が
な
い
 

 
 
 
 
 
 
（
Ｐ
Ｎ
・
わ
た
り
ど
り
様
）
 

   ◆
足
止
め
て
 
匂
い
豊
か
な
 
金
木
犀
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
S
・
G
様
）
 

         

「トラットリア・フォルツァ」 ～安曇野の大地から～ 

・毎週火曜日 １２時半～ 
 

介護老人保健施設わかな 
広報委員会 

▼わかな「炭鉱節」／「勘太郎月夜唄」 

御
利
用
者
様
・
御
家
族
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
 

作
品
を
御
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

ど
な
た
で
も
ご
応
募
で
き
ま
す
。
 

一
階
受
付
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
投
函
箱
へ
 

ど
う
ぞ
。
 

 
 司馬遷の「史記」にある一文。 
桃や李は何も言わないが、人は皆美しい花 
や甘い実を慕って集まってくる。 
そしてそこには自然に蹊(こみち)ができる。 
人も同じことで、思いやりのある人の周り 
には自然に人々が集まってくるもの。 
 共に働くもの皆の苦楽を共有し、徳を育 
み、社会がどの様に変化しようとも、地域 
や人々に慕われ、必要とされる法人となる 
べく、地域の皆様の幸せ作りのお手伝いを 
続けて参ります。 

 

く

り

 
九
月
三
日
（
土
）、
【
第
三
回
わ

か
な
夏
祭
り
】
が
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
台
風
の
影
響
が
心
配

さ
れ
て
い
た
た
め
、
ご
家
族
様
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
を
お
招

き
し
、
本
年
度
は
、
初
め
て
施
設

内
で
午
後
か
ら
の
運
び
と
な
り

ま
し
た
。
 

開
会
式
で
は
、
職
員
有
志
に
よ
る

「
ソ
ー
ラ
ン
節
」
を
披
露
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

フ
ル
ー
ツ
 

い
な
り
寿
司
 

 

▼お二人仲良くピースサイン！ 

「
ど
っ
こ
い
し
ょ
！
ど
っ
こ
い

し
ょ
！
」
・
「
ソ
ー
ラ
ン
！
・

ソ
ー
ラ
ン
！
」
と
皆
様
の
掛
け
声

と
共
に
、
迫
力
あ
る
ソ
ー
ラ
ン
節

で
盛
大
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

 
午
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
た
そ
が
れ
シ
ー
ラ
ク
様
に
よ

る
演
奏
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
松
理
事
長
・
花
岡
副
理
事
長

と
の
歌
や
演
奏
も
あ
り
、
手
拍

子
と
共
に
歌
を
口
ず
さ
む
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
 

 
最
後
に
は
、
職
員
で
わ
か
な

「
炭
鉱
節
」
／
「
勘
太
郎
月
夜
唄
」

を
大
き
な
輪
に
な
っ
て
踊
り
、

会
場
一
体
と
な
っ
て
、
わ
か
な

夏
祭
り
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

▲第三回 わかな夏祭りへようこそ♪ 

たこ焼き アイス 

ドーナツ 

フランクフルト 

▲迫力あるソーラン節 


